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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　加入者端末機と基地局とを含む広帯域無線接続通信システムにおける前記加入者端末機
によるダウンリンクに対する複合再伝送(ＨＡＲＱ)方式の運用方法であって、
　該当フレームに属するダウンリンクＭＡＰメッセージを受信した後に、前記加入者端末
機の接続識別子(ＣＩＤ)に該当する複合再伝送制御情報エレメントに含まれた、サブパケ
ットを区別するためのサブパケット識別子と、前記該当フレームを通じて伝送されるＡＣ
Ｋ／ＮＡＣＫメッセージが幾つのフレーム以前に伝送されたＨＡＲＱイネーブルダウンリ
ンクバーストと関連したものであるかを表示するための接続識別子と、ＨＡＲＱイネーブ
ルダウンリンクバーストが新たなバーストであるか、再伝送バーストであるかを示す継続
(ｃｏｎｔｉｎｕａｔｉｏｎ)フィールドとを分析して、前記ＨＡＲＱイネーブルダウンリ
ンクバーストのタイプを判定する段階と、
　前記ＨＡＲＱイネーブルダウンリンクバーストが新たなバーストである場合に、前記Ｈ
ＡＲＱイネーブルダウンリンクバーストの情報と新たなバーストの伝送を確認し、ダウン
リンクデータ領域において前記ＨＡＲＱイネーブルダウンリンクバーストを受信する段階
と、
　前記ＨＡＲＱイネーブルダウンリンクバーストが再伝送されたバーストである場合に、
前記ＨＡＲＱイネーブルダウンリンクバーストの情報と既に伝送されたバーストの再伝送
を確認し、ダウンリンクデータ領域において前記ＨＡＲＱイネーブルダウンリンクバース
トを受信する段階と、
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　前記受信されたＨＡＲＱイネーブルダウンリンクバーストの誤りを判定する段階と、
　前記誤りの判定に対応して、ＡＣＫチャンネルを通じてＡＣＫメッセージとＮＡＣＫメ
ッセージのうちの一つを伝送する段階と、を含み、
　前記ＡＣＫメッセージとＮＡＣＫメッセージのうちの一つは、複数のＡＣＫチャンネル
の中で前記ＨＡＲＱイネーブルダウンリンクバーストの伝送順序と同一の順序を有する前
記ＡＣＫチャンネルを通じて伝送される
ことを特徴とする運用方法。
【請求項２】
　前記ＨＡＲＱイネーブルダウンリンクバーストが再伝送されたバーストである場合に、
　増加的冗長(Ｉｎｃｒｅｍｅｎｔａｌ Ｒｅｄｕｎｄａｎｃｙ：ＩＲ)方式を準備する段
階と、
　前記ダウンリンクＭＡＰ情報エレメントを分析して前記ＨＡＲＱイネーブルダウンリン
クバーストの情報を確認する段階と、
　前記ダウンリンクデータ領域において前記ＨＡＲＱイネーブルダウンリンクバーストを
受信する段階と、
　前記ＨＡＲＱイネーブルダウンリンクバーストと既に受信したサブパケットを組み合わ
せて前記ＩＲ方式を適用する段階と、
をさらに有することを特徴とする請求項１記載の運用方法。
【請求項３】
　前記ダウンリンクＭＡＰメッセージは、所定のフレームに、基地局から前記加入者端末
機に伝送されるダウンリンクバーストである前記ＨＡＲＱイネーブルダウンリンクバース
トの位置とサイズ情報を含む
ことを特徴とする請求項１記載の運用方法。
【請求項４】
　前記ＡＣＫメッセージとＮＡＣＫメッセージのうちの一つのメッセージを伝送する段階
は、
　前記受信されたＨＡＲＱイネーブルダウンリンクバーストの誤りがない場合に、前記加
入者端末機に割り当てられた前記ＡＣＫチャンネルを通じて、ＡＣＫ情報を符号化して獲
得した前記ＡＣＫメッセージを伝送する段階と、
　前記受信されたＨＡＲＱイネーブルダウンリンクバーストに誤りがある場合に、前記加
入者端末機に割り当てられた前記ＡＣＫチャンネルを通じて、ＮＡＣＫ情報を符号化して
獲得した前記ＮＡＣＫメッセージを伝送する段階と、
を有することを特徴とする請求項１記載の運用方法。
【請求項５】
　前記ＡＣＫメッセージとＮＡＣＫメッセージのうちの一つは、前記該当フレームのアッ
プリンク制御チャンネル領域において前記加入者端末機に割り当てられたＡＣＫチャンネ
ルを通じて伝送される
ことを特徴とする請求項１記載の運用方法。
【請求項６】
　前記ＡＣＫメッセージとＮＡＣＫメッセージのうちの一つは、前記該当フレームの後の
フレームのアップリンク制御チャンネル領域において前記加入者端末機に割り当てられた
ＡＣＫチャンネルを通じて伝送される
ことを特徴とする請求項１記載の運用方法。
【請求項７】
　前記ＨＡＲＱイネーブルダウンリンクバーストと、前記ＨＡＲＱイネーブルダウンリン
クバーストに関するＡＣＫ情報とＮＡＣＫ情報のうちの一つは、前記ダウンリンクデータ
領域にＡＣＫチャンネルを通じて伝送される
ことを特徴とする請求項１記載の運用方法。
【請求項８】
　広帯域無線接続通信システムにおける基地局によるアップリンクに対する複合再伝送(
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ＨＡＲＱ)方式の運用方法であって、
　該当アップリンクフレームを通じて基地局がＨＡＲＱイネーブルバーストを伝送する少
なくとも一つの加入者端末機を決定する段階と、
　前記決定された少なくとも一つの加入者端末機の前記ＨＡＲＱイネーブルバーストの情
報を決定する段階と、
　前記決定された加入者端末機に該当する複合再伝送制御情報エレメントに含まれた、サ
ブパケットを区別するためのサブパケット識別子と、前記該当フレームを通じて伝送され
るＡＣＫ／ＮＡＣＫメッセージが幾つのフレーム以前に伝送されたＨＡＲＱイネーブルバ
ーストと関連したものであるかを表示するための接続識別子と、ＨＡＲＱイネーブルバー
ストが新たなバーストであるか、再伝送バーストであるかを示す継続(ｃｏｎｔｉｎｕａ
ｔｉｏｎ)フィールドとを分析して前記ＨＡＲＱイネーブルバーストのタイプを決定する
段階と、
　前記ＨＡＲＱイネーブルバーストが新たなバーストである場合に、前記加入者端末機に
伝送されるアップリンクＭＡＰメッセージを準備し、前記アップリンクＭＡＰメッセージ
に該当する複合再伝送制御情報エレメントを準備した後に、アップリンクデータ領域を通
じて前記基地局に伝送される前記ＨＡＲＱイネーブルバーストを受信する段階と、
　前記ＨＡＲＱイネーブルバーストが再伝送されたバーストである場合に、ＩＲ方式を準
備し、前記加入者端末機に伝送される前記アップリンクＭＡＰメッセージを準備し、前記
アップリンクＭＡＰメッセージに該当する情報エレメントを準備した後に、アップリンク
データ領域を通じて前記基地局に伝送される前記ＨＡＲＱイネーブルバーストを受信する
段階と、
　前記受信されたＨＡＲＱイネーブルバーストの誤りを判定する段階と、
　前記決定結果により、ビットマップ形式でＡＣＫメッセージとＮＡＣＫメッセージのう
ちの一つを準備する段階と、
　前記ＡＣＫメッセージとＮＡＣＫメッセージのうち、一つのメッセージを伝送する段階
と、を含み、
　前記ＡＣＫメッセージとＮＡＣＫメッセージのうちの一つは、前記ビットマップの中で
、前記ＨＡＲＱイネーブルバーストの伝送順序と同一の順序を有する前記ビットを通じて
伝送される
ことを特徴とする運用方法。
【請求項９】
　前記ＨＡＲＱイネーブルバーストが再伝送されたバーストである場合に、既に再伝送さ
れたバーストの再伝送を確認し、ＩＲ方式を準備する段階と、
　前記加入者端末機に伝送されるアップリンクＭＡＰメッセージを準備し、前記アップリ
ンクＭＡＰメッセージに該当する情報エレメントを準備する段階と、
　前記アップリンクデータ領域において前記基地局に伝送される前記ＨＡＲＱイネーブル
バーストを受信する段階と、
　前記ＨＡＲＱイネーブルバーストと既に受信されたサブパケットとを組み合わせて前記
ＩＲ方式を適用する段階と、
をさらに有することを特徴とする請求項８記載の運用方法。
【請求項１０】
　該当フレーム内の前記アップリンクＭＡＰメッセージは、前記加入者端末機が前記基地
局に伝送するアップリンクバーストである前記該当フレーム内の前記ＨＡＲＱイネーブル
バーストの位置とサイズ情報を含む
ことを特徴とする請求項８記載の運用方法。
【請求項１１】
　前記アップリンクＭＡＰメッセージは、少なくとも該当フレームにより、ＡＣＫチャン
ネルを通じて前記基地局から前記加入者端末機に前記ＨＡＲＱイネーブルバーストに関す
るＡＣＫ情報とＮＡＣＫ情報のうちのいずれか一つの情報が伝送され得るように、前記ア
ップリンク制御チャンネル領域内のチャンネルを指定する
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ことを特徴とする請求項８記載の運用方法。
【請求項１２】
　前記ＡＣＫメッセージとＮＡＣＫメッセージのうちの一つを伝送する段階は、前記受信
されたＨＡＲＱイネーブルバーストに誤りがない場合に、前記ＡＣＫ情報を準備し、前記
準備したＡＣＫ情報に対するＨＡＲＱビットマップ符号化を遂行し、前記該当フレーム内
の前記アップリンクＭＡＰメッセージを通じてビットマップ形式の前記符号化されたＡＣ
Ｋ情報を伝送する段階と、
　前記受信されたＨＡＲＱイネーブルバーストに誤りがある場合に、前記ＮＡＣＫ情報を
準備し、前記準備したＮＡＣＫ情報に対するＨＡＲＱビットマップ符号化を遂行し、前記
該当フレーム内の前記アップリンクＭＡＰメッセージを通じてビットマップ形式の前記符
号化されたＮＡＣＫ情報を伝送する段階と、
を有することを特徴とする請求項８記載の運用方法。
【請求項１３】
　前記ＡＣＫメッセージとＮＡＣＫメッセージのうちの一つは、前記該当フレームの後の
フレームのアップリンクＭＡＰメッセージを通じて、ビットマップ形式で伝送される
ことを特徴とする請求項８記載の運用方法。
【請求項１４】
　前記加入者端末機から前記基地局に伝送される、前記ＨＡＲＱイネーブルバーストに関
するＡＣＫ情報とＮＡＣＫ情報のうちの一つは、前記該当フレームの後のフレームで前記
基地局から前記加入者端末機に放送されるアップリンクＭＡＰメッセージに、ビットマッ
プ形式で表示される
ことを特徴とする請求項８記載の運用方法。
【請求項１５】
　前記ビットマップは、前記ビットマップの長さを示すフィールドを含む
ことを特徴とする請求項８記載の運用方法。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、広帯域無線接続システムにおける複合再伝送(Ｈｙｂｒｉｄ　Ａｕｔｏｍａ
ｔｉｃ　Ｒｅｐｅａｔ　Ｒｅｑｕｅｓｔ：ＨＡＲＱ)方式の運用方法に関するもので、特
に、効率的な複合再伝送方式の活用のためのアップ/ダウンリンク伝送応答の運用方法に
関するものである。
【背景技術】
【０００２】
　次世代通信システムである第４世代(４ｔｈ　Ｇｅｎｅｒａｔｉｏｎ：以下、“４Ｇ”
とする)通信システムで、約１００Ｍｂｐｓの高い伝送速度で多様なサービス品質(Ｑｕａ
ｌｉｔｙ　ｏｆ　Ｓｅｒｖｉｃｅ：以下、“ＱｏＳ”とする）を有するサービスを、ユー
ザーに提供するための活発な研究が進んでいる。現在、第３世代(３ｒｄＧｅｎｅｒａｔ
ｉｏｎ：以下、“３Ｇ”とする)通信システムは、一般的に比較的劣悪なチャンネル環境
を有する室外チャンネル環境では、約３８４ｋｂｐｓの伝送速度を支援し、比較的良好な
チャンネル環境を有する室内チャンネル環境では、最大２Ｍｂｐｓ程度の伝送速度を支援
する。
【０００３】
　一方、無線近距離通信ネットワーク(Ｌｏｃａｌ　Ａｒｅａ　Ｎｅｔｗｏｒｋ：以下、
“ＬＡＮ”とする)システム及び無線都市地域ネットワーク(Ｍｅｔｒｏｐｏｌｉｔａｎ　
Ａｒｅａ　Ｎｅｔｗｏｒｋ：以下、“ＭＡＮ”とする)システムは、一般的に２０～５０
Ｍｂｐｓの伝送速度を支援する。無線ＭＡＮシステムは、そのサービス領域(ｃｏｖｅｒ
ａｇｅ）が広く、高い伝送速度を支援するため、高速通信サービスの支援に適合する。し
かしながら、この無線ＭＡＮシステムは、ユーザー、すなわち加入者端末機(Ｓｕｂｓｃ
ｒｉｂｅｒ　Ｓｔａｔｉｏｎ：ＳＳ)の移動性を全く考慮しないシステムであるため、加
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入者端末機の高速移動によるハンドオーバー(ｈａｎｄｏｖｅｒ)も全く考慮されていない
。すなわち、この無線ＭＡＮシステムは、広帯域無線接続通信システムとして、無線ＬＡ
Ｎシステムに比べて広いサービス領域を有し、より高速の伝送速度を支援する。
【０００４】
　したがって、現在、４Ｇ通信システムで、比較的高い伝送速度を支援する無線ＬＡＮシ
ステム及び無線ＭＡＮシステムに、移動性とＱｏＳを保証する形態で新たな通信システム
を開発し、４Ｇ通信システムで提供しようとする高速サービスを支援するように研究が活
発に進んでいる。これに対して、４Ｇ移動通信システムでは、有/無線チャンネルを通じ
て高速データ伝送に用いる直交周波数分割多重(Ｏｒｔｈｏｇｏｎａｌ　Ｆｒｅｑｕｅｎ
ｃｙ　Ｄｉｖｉｓｉｏｎ　Ｍｕｌｔｉｐｌｅｘｉｎｇ：以下、“ＯＦＤＭ”とする)方式
を活発に研究している。このＯＦＤＭ方式は、マルチキャリア(Ｍｕｌｔｉ-Ｃａｒｒｉｅ
ｒ)を用いてデータを伝送する方式として、直列に入力されるシンボル列を並列変換し、
これら各々を相互に直交性を有する複数の副搬送波、すなわち複数の副搬送波チャンネル
に変調して伝送するマルチキャリア変調(Ｍｕｌｔｉｐｌｅ　Ｃａｒｒｉｅｒ　Ｍｏｄｕ
ｌａｔｉｏｎ：ＭＣＭ)方式の一種である。
【０００５】
　一方、ＯＦＤＭＡ(Ｏｒｔｈｏｇｏｎａｌ　Ｆｒｅｑｕｅｎｃｙ　Ｄｉｖｉｓｉｏｎ　
Ｍｕｌｔｉｐｌｅｘｉｎｇ　Ａｃｃｅｓｓ：以下、“ＯＦＤＭＡ”とする)方式は、ＯＦ
ＤＭ方式に基づいた多重接続方式である。ＯＦＤＭＡ方式は、一個のＯＦＤＭシンボル内
の副搬送波を、複数のユーザー、すなわち複数の加入者端末機が分割して使用する方式で
ある。このＯＦＤＭＡ方式を使用する通信システムは、ＩＥＥＥ(Ｉｎｓｔｉｔｕｔｅ　
ｏｆ　Ｅｌｅｃｔｒｉｃａｌ　ａｎｄ　Ｅｌｅｃｔｒｏｖｉｃｓ　Ｅｎｇｉｎｅｅｒｓ)
８０２.１６ａ通信システム及びＩＥＥＥ８０２．１６ｅ通信システムを含む。ここで、
ＩＥＥＥ８０２.１６通信システムは、広帯域伝送ネットワークを支援するために、無線
ＭＡＮシステムの物理チャンネルにＯＦＤＭ/ＯＦＤＭＡ方式を適用したシステムである
。また、ＩＥＥＥ８０２.１６通信システムは、時分割多重(Ｔｉｍｅ　Ｄｉｖｉｓｉｏｎ
　Ｄｕｐｌｅｘ：ＴＤＤ)-ＯＦＤＭＡ方式を使用する広帯域無線接続通信システムである
。したがって、ＩＥＥＥ８０２.１６通信システムでは、無線ＭＡＮシステムにＯＦＤＭ/
ＯＦＤＭＡ方式が適用されるので、複数の副搬送波(ｓｕｂ-ｃａｒｒｉｅｒ)を使用して
物理チャンネル信号が送信されることによって、高速及び高品質のデータ送信が可能であ
る。
【０００６】
　一方、ＯＦＤＭＡ方式は、時分割接続(Ｔｉｍｅ　Ｄｉｖｉｓｉｏｎ　Ａｃｃｅｓｓ：
以下、“ＴＤＡ”とする）技術と周波数分割接続(Ｆｒｅｑｕｅｎｃｙ　Ｄｉｖｉｓｉｏ
ｎ　Ａｃｃｅｓｓ：以下、“ＦＤＡ”とする)技術とを結合する２次元接続方式によって
定義することができる。したがって、ＯＦＤＭＡ方式を使用するデータの伝送において、
それぞれのＯＦＤＭＡシンボルは、副搬送波に分配されると共に、所定のサブチャンネル
を通じて伝送される。ここで、サブチャンネルは、複数の副搬送波を含むチャンネルを意
味する。ＯＦＤＭＡ方式を使用する通信システム(以下、“ＯＦＤＭＡ通信システム”と
する)では、システム状況により予め定められた個数の副搬送波が１本のサブチャンネル
を構成する。
【０００７】
　図１は、一般的なＴＤＤ-ＯＦＤＭＡ通信システムのフレーム構造を概略的に示す。
【０００８】
　図１を参照すると、ＴＤＤ-ＯＦＤＭＡ通信システムで使用するフレームは、ダウンリ
ンク(ＤｏｗｎＬｉｎｋ：ＤＬ)１４９と、アップリンク(ＵｐＬｉｎｋ：ＵＬ)１５３を時
間単位で区分する。ダウンリンク１４９からアップリンク１５３に遷移する区間では、送
信/受信遷移ギャップ(Ｔｒａｎｓｍｉｔ/ｒｅｃｅｉｖｅ　Ｔｒａｎｓｉｔｉｏｎ　Ｇａ
ｐ：ＴＴＧ)１５１が保護時間を構成し、アップリンク１５３から次のダウンリンクに遷
移する区間では、受信/送信遷移ギャップ(ＲＴＧ)１５５が保護時間を構成する。また、
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図１で、横軸はＯＦＤＭＡシンボルで構成されるＯＦＤＭＡシンボル番号１４５を示し、
縦軸は複数のサブチャンネルで構成されるサブチャンネル論理番号１４７を示す。
【０００９】
　図１に示すように、１個のＯＦＤＭＡフレームは、複数のＯＦＤＭＡシンボル、例えば
１２個のＯＦＤＭＡシンボルを含む。また、１個のＯＦＤＭＡシンボルは、複数のサブチ
ャンネル、例えばＬ個のサブチャンネルで構成される。
【００１０】
　一方、上記のようなＩＥＥＥ８０２.１６通信システムは、ＩＥＥＥ８０２.１６通信シ
ステムで使用する全体副搬送波、特にデータ副搬送波を全体周波数帯域に分散させて、周
波数ダイバシティ利得(ｄｉｖｅｒｓｉｔｙ　ｇａｉｎ）を獲得することを目的とする通
信システムである。また、ＩＥＥＥ８０２.１６通信システムでは、送受信期間に、時間
オフセット及び周波数オフセットを調整し、送信電力(ｔｒａｎｓｍｉｔ　ｐｏｗｅｒ）
を調整するためにレンジング(ｒａｎｇｉｎｇ)動作を遂行する。
【００１１】
　ダウンリンク１４９を参照すると、同期獲得のためのプリアンブル(ｐｒｅａｍｂｌｅ)
１１１が、ｋ番目のＯＦＤＭＡシンボルに位置し、フレーム制御ヘッダ(Ｆｒａｍｅ　Ｃ
ｏｎｔｒｏｌ　Ｈｅａｄｅｒ：ＦＣＨ)１１３、ダウンリンクＭＡＰ(ＤＬ-ＭＡＰ)１１５
、及びアップリンクＭＡＰ(ＵＬ-ＭＡＰ）１１７のような、加入者端末機が共通的に受信
する放送データ情報は、(ｋ＋１)番目又は(ｋ＋２)番目のＯＦＤＭＡシンボルに位置する
。ＦＣＨ１１３は、２本のサブチャンネルで構成されてサブチャンネル、レンジング及び
変調(ｍｏｄｕｌａｔｉｏｎ)方式などに関する基本情報を伝送する。ダウンリンクバース
ト(ＤｏｗｎＬｉｎｋ　ｂｕｒｓｔ)１２１，１２３，１２５，１２７，１２９は、ＵＬ-
ＭＡＰを除いた(ｋ＋２)番目のＯＦＤＭＡシンボルから(ｋ＋８)番目のＯＦＤＭＡシンボ
ルに位置する。
【００１２】
　アップリンク１５３を参照すると、プリアンブル１３１，１３３，１３５は、(ｋ＋９)
番目のＯＦＤＭＡシンボルに位置し、アップリンクバースト１３７，１３９，１４１は、
(ｋ＋１０)番目のＯＦＤＭＡシンボルから(ｋ＋１２)番目のＯＦＤＭＡシンボルに位置す
る。また、レンジングサブチャンネル１４３は、(ｋ＋９)番目のＯＦＤＭＡシンボルから
(ｋ＋１２)番目のＯＦＤＭＡシンボルに位置する。
【００１３】
　ＩＥＥＥ８０２.１６通信システムで、ダウンリンクからアップリンクへの遷移は、Ｔ
ＴＧ１５１の間に遂行される。また、アップリンクからダウンリンクへの遷移は、ＲＴＧ
１５５の間に遂行される。ＴＴＧ１５１及びＲＴＧ１５５の後に、別途のプリアンブルフ
ィールド１１１，１３１，１３３，１３５が、送受信機間における同期を獲得するように
割り当てられる。
【００１４】
　上記したように、ＩＥＥＥ８０２.１６通信システムのフレーム構造によると、ダウン
リンクフレーム１４９は、プリアンブルフィールド１１１と、ＦＣＨフィールド１１３と
、ＤＬ-ＭＡＰフィールド１１５と、ＵＬ-ＭＡＰフィールド１１７，１１９と、複数のＤ
Ｌバーストフィールド、すなわち第１のＤＬバーストフィールド１２３、第２のＤＬバー
ストフィールド１２５、第３のＤＬバーストフィールド１２１、第４のＤＬバーストフィ
ールド１２７、及び第５のＤＬバーストフィールド１２９とを含む。
【００１５】
　プリアンブルフィールド１１１は、送受信機間の同期獲得のための同期信号、すなわち
プリアンブルシーケンス(ｐｒｅａｍｂｌｅ　ｓｅｑｕｅｎｃｅ)を送信するための領域で
ある。また、ＦＣＨフィールド１１３は、２本のサブチャンネルで構成されてサブチャン
ネル、レンジング、変調方式に関する基本情報を伝送する。ＤＬ-ＭＡＰフィールド１１
５は、ＤＬ-ＭＡＰメッセージを送信する領域である。ＵＬ-ＭＡＰ領域１１７，１１９は
、ＵＬ-ＭＡＰメッセージを送信する領域である。ここで、ＤＬ-ＭＡＰメッセージに含ま
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れる情報エレメント(Ｉｎｆｏｒｍａｔｉｏｎ　Ｅｌｅｍｅｎｔ：ＩＥ)は、下記の＜表１
＞に示すようである。
【００１６】
【表１】

【００１７】
　＜表１＞に示すように、ＤＩＵＣ(Ｄｏｗｎｌｉｎｋ　Ｉｎｔｅｒｖａｌ　Ｕｓａｇｅ
　Ｃｏｄｅ)は、現在送信されるメッセージがどんな目的を有し、どの方式で変調されて
送信されたかを示す。接続識別子(Ｃｏｎｎｅｃｔｉｏｎ　Ｉｄｅｎｔｉｆｉｅｒ：以下
、“ＣＩＤ”とする)は、ＤＩＵＣに該当する加入者端末機のそれぞれのＣＩＤを示す。
【００１８】
　また、ＯＦＤＭＡシンボルオフセット(ＯＦＤＭＡ　Ｓｙｍｂｏｌ　Ｏｆｆｓｅｔ)は、
各ＤＬバーストに割り当てられるシンボルリソースのオフセットを示す。サブチャンネル
オフセット(Ｓｕｂｃｈａｎｎｅｌ　Ｏｆｆｓｅｔ)は、ＤＬバーストに割り当てられるサ
ブチャンネルリソースのオフセットを示す。ブースティング(Ｂｏｏｓｔｉｎｇ)は、送信
電力において増加した電力値を示す。ＯＦＤＭＡシンボルの個数(Ｎｏ.ＯＦＤＭＡ　Ｓｙ
ｍｂｏｌｓ）は、割り当てられたＯＦＤＭＡシンボルの個数を示す。サブチャンネルの個
数(Ｎｏ.Ｓｕｂｃｈａｎｎｅｌｓ）は、割り当てられたサブチャンネルの個数を示す。
【００１９】
　上記の＜表１＞に示すように、ＩＥＥＥ８０２.１６通信システムのダウンリンク情報
は、ＤＩＵＣにより、加入者端末機各々に関する情報が結合された形態で表記される。し
たがって、加入者端末機の各々は、ＤＬ-ＭＡＰメッセージをすべて復調しなければ、加
入者端末機をターゲットとするデータを分析することができない。
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【００２０】
　ＵＬ-ＭＡＰメッセージに含まれるＩＥは、下記の＜表２＞に示すようである。
【００２１】
【表２】

【００２２】
　＜表２＞に示すように、ＣＩＤは、該当加入者端末機のＣＩＤを示す。ＵＩＵＣ(Ｕｐ
ｌｉｎｋ　Ｉｎｔｅｒｖａｌ　Ｕｓａｇｅ　Ｃｏｄｅ)、該当加入者端末機によって送信
されるメッセージがどんな目的を有し、どの方式で変調されて送信されるかを示す。他の
情報エレメントは＜表１＞に類似するため、ここではその詳細な説明を省略する。
【００２３】
　ＩＥＥＥ８０２.１６通信システムのフレーム構造によると、アップリンクフレーム１
５３は、レンジングサブチャンネルフィールド１４３と、複数のプリアンブルフィールド
１３１，１３３，１３５と、複数のＵＬバーストフィールド、すなわち第１のＵＬバース
トフィールド１３７、第２のＵＬバーストフィールド１３９、及び第３のＵＬバーストフ
ィールド１４１とを含む。
【００２４】
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　レンジングサブチャンネルフィールド１４３は、レンジングのためのレンジングサブチ
ャンネルが送信される領域である。プリアンブル領域１３１，１３３，１３５は、送受信
機間の同期獲得のための同期信号、すなわちプリアンブルシーケンスを送信する領域であ
る。
【００２５】
　上述したような従来の技術では、基地局から端末機に伝送されるバーストによる各加入
者端末機の識別は不可能な状態であるが、加入者端末機から基地局に伝送するバーストに
よる各加入者端末機の識別は可能な状態である。上記した従来の技術は、デジタル通信シ
ステムで高速データ伝送が要求される場合に、伝送効率(ｔｒａｎｓｍｉｓｓｉｏｎ　ｔ
ｈｒｏｕｇｈｐｕｔ）を増加させるためにＨＡＲＱ方式を使用するのに容易な形態ではな
い。したがって、従来の技術では、無線データ伝送の誤りによって伝送効率の劣化が発生
するという問題点があった。
【００２６】
　さらに、前述したようなＩＥは、ＭＡＰメッセージを通じて基地局がサービスしている
すべてのセル領域に伝達するために、最も確実な変調方式を通じてすべての加入者端末機
に伝送しなければならない。しかしながら、上記したように、ＩＥの情報が非効率的に構
成されているため、高速データ伝送システムでは負担となるサイズの制御データを維持し
なければならない。これが、全体のトラフィックにおける実際のデータのトラフィックが
占める比率を低くするような悪影響をもたらすという問題点があった。
【発明の開示】
【発明が解決しようとする課題】
【００２７】
　したがって、上述した従来技術の問題点を解決するために、本発明の目的は、広帯域無
線接続通信システムにおいて、効率的なＨＡＲＱ方式の活用のためのアップリンク/ダウ
ンリンク伝送応答の運用方法を提供することにある。
【００２８】
　本発明の他の目的は、ＴＤＤ-ＯＦＤＭＡ通信システムにおいて、ダウンリンクのＨＡ
ＲＱイネーブルバースト結果報告割り当て領域をアップリンクマップを通じて伝送し、ア
ップリンクのＨＡＲＱイネーブルバースト結果をビットマップ形態で伝送するＨＡＲＱ方
式を支援するためのＡＣＫチャンネルの運用方法を提供することにある。
【課題を解決するための手段】
【００２９】
　上記した目的を達成するために、本発明は、広帯域無線接続通信システムにおける加入
者端末機と基地局との間の複合再伝送(Ｈｙｂｒｉｄ　Ａｕｔｏｍａｔｉｃ　Ｒｅｐｅａ
ｔ　Ｒｅｑｕｅｓｔ：ＨＡＲＱ)支援方法であって、前記加入者端末機から前記基地局に
少なくとも一つのＨＡＲＱイネーブルアップリンクバーストを伝送する段階と、前記基地
局で前記受信したＨＡＲＱイネーブルアップリンクバーストに対応してＡＣＫ又はＮＡＣ
Ｋ情報を生成する段階と、前記基地局で生成されたＡＣＫ又はＮＡＣＫ情報をビットマッ
プにマッピングする段階と、前記基地局から前記加入者端末機にダウンリンク情報を通じ
て前記ビットマップを伝送する段階と、を有することを特徴とする。
【００３０】
　また、本発明は、広帯域無線接続通信システムにおける加入者端末機と基地局との間の
複合再伝送(ＨＡＲＱ)支援方法であって、前記基地局が少なくとも一つのＨＡＲＱダウン
リンクバーストとＨＡＲＱ　ＡＣＫ領域を指示するダウンリンク情報を生成する段階と、
前記基地局から前記加入者端末機に前記ダウンリンク情報を伝送する段階と、前記加入者
端末機で受信したＨＡＲＱイネーブルダウンリンクバーストによりＡＣＫ又はＮＡＣＫ情
報を生成する段階と、前記加入者端末機から前記基地局に前記ＨＡＲＱ　ＡＣＫ領域を通
じて前記生成したＡＣＫ又はＮＡＣＫ情報を伝送する段階と、を有することを特徴とする
。
【００３１】
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　本発明は、加入者端末機と基地局とを含む広帯域無線接続通信システムにおける前記加
入者端末機によるダウンリンクに対する複合再伝送(ＨＡＲＱ)方式の運用方法であって、
該当フレームに属するダウンリンクＭＡＰメッセージを受信した後に、前記加入者端末機
の接続識別子(ＣＩＤ)に該当する情報エレメントを分析して、ＨＡＲＱイネーブルダウン
リンクバーストのタイプを判定する段階と、前記ＨＡＲＱイネーブルダウンリンクバース
トが新たなバーストである場合に、前記ＨＡＲＱイネーブルダウンリンクバーストの情報
と新たなバーストの伝送を確認し、ダウンリンクデータ領域において前記ＨＡＲＱイネー
ブルダウンリンクバーストを受信する段階と、前記ＨＡＲＱイネーブルダウンリンクバー
ストが再伝送されたバーストである場合に、前記ＨＡＲＱイネーブルダウンリンクバース
トの情報と既に伝送されたバーストの再伝送を確認し、ダウンリンクデータ領域において
前記ＨＡＲＱイネーブルダウンリンクバーストを受信する段階と、前記受信されたＨＡＲ
Ｑイネーブルダウンリンクバーストの誤りを判定する段階と、前記誤りの判定に対応して
、サブチャンネルを通じてＡＣＫメッセージとＮＡＣＫメッセージのうちの一つを伝送す
る段階と、を有することを特徴とする。
【００３２】
　さらに、本発明は、広帯域無線接続通信システムにおける基地局によるアップリンクに
対する複合再伝送(ＨＡＲＱ)方式の運用方法であって、該当アップリンクフレームを通じ
て基地局がＨＡＲＱイネーブルバーストを伝送する少なくとも一つの加入者端末機を決定
する段階と、前記決定された少なくとも一つの加入者端末機の前記ＨＡＲＱイネーブルバ
ーストの情報を決定する段階と、前記決定された加入者端末機に該当する情報エレメント
を分析して前記ＨＡＲＱイネーブルバーストのタイプを決定する段階と、前記ＨＡＲＱイ
ネーブルバーストが新たなバーストである場合に、前記加入者端末機に伝送されるアップ
リンクＭＡＰメッセージを準備し、前記アップリンクＭＡＰメッセージに該当する情報エ
レメントを準備した後に、アップリンクデータ領域において前記基地局に伝送される前記
ＨＡＲＱイネーブルバーストを受信する段階と、前記ＨＡＲＱイネーブルバーストが再伝
送されたバーストである場合に、ＩＲ方式を準備し、前記加入者端末機に伝送される前記
アップリンクＭＡＰメッセージを準備し、前記アップリンクＭＡＰメッセージに該当する
情報エレメントを準備した後に、アップリンクデータ領域において前記基地局に伝送され
る前記ＨＡＲＱイネーブルバーストを受信する段階と、前記受信されたＨＡＲＱイネーブ
ルバーストの誤りを判定する段階と、前記決定結果により、ビットマップ形式にＡＣＫメ
ッセージとＮＡＣＫメッセージのうちの一つを準備する段階と、前記ＡＣＫメッセージと
ＮＡＣＫメッセージのうち、一つのメッセージを伝送する段階と、を有することを特徴と
する。
【発明の効果】
【００３３】
　本発明の広帯域無線接続システムにおける複合再伝送方式運用方法によると、ビットマ
ップによってＡＣＫ/ＮＡＣＫ情報が伝送される。その結果、ＴＤＤ-ＯＦＤＭＡのような
高速データ伝送システムで制御データのサイズを縮小することができる利点を有する。
【００３４】
　また、上記した利点を通じて、全体のトラフィックにおける実際のデータトラフィック
が占める比率を高めることができることによって、伝送効率が改善される利点を有する。
【００３５】
　なお、本発明は、アップリンク/ダウンリンク高速データ伝送過程で伝送効率を増加さ
せるために、ＨＡＲＱの効率的な使用のための運用方法を提案する。それによって、アッ
プリンク/ダウンリンクデータに対する迅速で正確なＡＣＫ/ＮＡＣＫ情報を制御すること
で、ＭＡＰメッセージのサイズの縮小と共に、必要な情報だけを正確に送受信することが
できる効果を有する。
【発明を実施するための最良の形態】
【００３６】
　以下、本発明のに望ましい実施形態を添付の図面を参照して詳細に説明する。
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【００３７】
　以下では、本発明に関する公知の構成又は機能に関する具体的な説明が本発明の要旨を
不明にする可能性があると判断された場合には、その詳細な説明を省略する。
【００３８】
　本発明は、時分割多重(Ｔｉｍｅ　Ｄｉｖｉｓｉｏｎ　Ｄｕｐｌｅｘ：ＴＤＤ)方式を使
用する直交周波数分割多重接続(Ｏｒｔｈｏｇｏｎａｌ　Ｆｒｅｑｕｅｎｃｙ　Ｄｉｖｉ
ｓｉｏｎ　Ｍｕｌｔｉｐｌｅ　Ａｃｃｅｓｓ：ＯＦＤＭＡ)通信システム(以下、“ＴＤＤ
-ＯＦＤＭＡ通信システム”とする)に関するＴＤＤ-ＯＦＤＭＡフレーム(ｆｒａｍｅ)構
造を新しく提案する。また、本発明は、ＴＤＤ-ＯＦＤＭＡ通信システムで複合再伝送(Ｈ
ｙｂｒｉｄ　Ａｕｔｏｍａｔｉｃ　Ｒｅｐｅａｔ　Ｒｅｑｕｅｓｔ：以下、“ＨＡＲＱ”
とする)方式を支援するためのＡＣＫチャンネルを新しく構成し、アップリンクのＨＡＲ
Ｑイネーブルバースト結果を、ビットマップ形態でアップリンクマップを通じて伝送する
ことによって、効率的にＨＡＲＱ方式を活用することができるアップリンク/ダウンリン
ク伝送運用方式を提案する。
【００３９】
　本発明の方法では、ビットマップ形態でＡＣＫ/ＮＡＣＫ情報を伝送するため、全体の
ＭＡＰサイズを縮小することが可能である。また、このＭＡＰサイズの縮小によって、Ｔ
ＤＤ-ＯＦＤＭＡ通信システムのような高速データ伝送を目的とするシステムで、制御デ
ータのサイズも縮小可能である。なお、これは、全体のトラフィックにおける実際のデー
タトラフィックが占める比率を高めることができることによって、伝送効率を改善させる
。
【００４０】
　本発明は、加入者端末機(ＳＳ)と、この加入者端末機にサービスを提供する基地局(Ｂ
Ｓ)とを含む広帯域無線接続(Ｂｒｏａｄｂａｎｄ　Ｗｉｒｅｌｅｓｓ　Ａｃｃｅｓｓ：Ｂ
ＷＡ)システムにおける、高速データ伝送のための順方向及び逆方向データの送受信方法
を開示する。より具体的には、本発明は、基地局と加入者端末機とが高速でデータを送受
信する場合に、ＨＡＲＱに関する制御情報は、基地局が加入者端末機に放送するＤＬ-Ｍ
ＡＰメッセージとＵＬ-ＭＡＰメッセージにおいて、各加入者端末機のバースト情報内の
ＨＡＲＱ_Ｃｏｎｔｒｏｌ　ＩＥを通じて伝送される。また、基地局が加入者端末機から
受信したデータに関するＡＣＫ/ＮＡＣＫ情報は、基地局のＵＬ-ＭＡＰメッセージ内のＨ
ＡＲＱ_ＡＣＫ_ＢＩＴＭＡＰ　ＩＥを通じて伝送される。
【００４１】
　また、加入者端末機が基地局から受信したデータに関するＡＣＫ/ＮＡＣＫ情報を伝送
可能なチャンネルは、ＡＣＫ/ＮＡＣＫ情報伝送方式により決定される。したがって、本
発明は、ＨＡＲＱ方式の効率的な使用、アップリンク/ダウンリンクデータに対する迅速
で正確なＡＣＫ/ＮＡＣＫ伝送、及びその効率を増大させることができる。
【００４２】
　図２は、本発明によるＴＤＤ-ＯＦＤＭＡ通信システムの専用アップリンク制御チャン
ネルを含むフレーム構造を概略的に示す。図２の説明に先立ち、本発明は、従来のＩＥＥ
Ｅ８０２.１６通信システムのダウンリンクフレームで加入者端末機に関する情報をＤＬ-
ＭＡＰメッセージ及びＵＬ-ＭＡＰメッセージのようなメッセージ形態で送信することに
よる問題点を解決するために、新たな共通制御情報チャンネル、すなわちシステム情報放
送チャンネル(Ｓｙｓｔｅｍ　Ｉｎｆｏｒｍａｔｉｏｎ　Ｃｈａｎｎｅｌ：以下、“ＳＩ
ＣＨ”とする）を提案する。
【００４３】
　図２を参照すると、横軸はＯＦＤＭＡシンボル番号(ＯＦＤＭＡ　ｓｙｍｂｏｌ　ｎｕ
ｍｂｅｒ)を示し、縦軸はサブチャンネル番号(ｓｕｂ-ｃａｈｎｎｅｌ　ｎｕｍｂｅｒ)を
示す。また、１個のＯＦＤＭＡフレームは複数のＯＦＤＭＡシンボルを含み、１個のＯＦ
ＤＭＡシンボルは複数のサブチャンネルを含む。また、１個のサブチャンネルは、全体の
周波数帯域に分散されている複数の副搬送波を含む。
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【００４４】
　図２に示すように、参照番号２１１は、ダウンリンク(ＤＬ)プリアンブルを示し、ＯＦ
ＤＭＡフレームの構造は、アップリンクプリアンブルを含まない。参照番号２１３は、Ｏ
ＦＤＭＡシンボルがＳＩＣＨに専用に割り当てられていることを示す。このＳＩＣＨは、
フレーム番号、基地局識別子(ＩＤ)のようなシステム情報を含む。
【００４５】
　参照番号２１５は、アップリンク制御チャンネル(Ｕｐｌｉｎｋ　Ｃｏｎｔｒｏｌ　Ｃ
ｈａｎｎｅｌ：以下、“ＵＣＣ”とする)に専用に割り当てられた３つのＯＦＤＭＡシン
ボルを指定する。このＵＣＣは、レンジングチャンネル、無線状態報告のためのＣＱＩ-
ＣＨ(Ｃｈａｎｎｅｌ　Ｑｕａｌｉｔｙ　Ｉｎｄｉｃａｔｏｒ　Ｃｈａｎｎｅｌ)、及びＨ
ＡＲＱのためのＡＣＫチャンネルを含む。
【００４６】
　また、ＳＩＣＨは、ＭＡＰがＵＣＣの領域情報を含むＵＣＣ_Ｒｅｇｉｏｎ　ＩＥを含
むか否かを示すＵＣＣＩ(Ｕｐｌｉｎｋ　Ｃｏｎｔｒｏｌ　Ｃｈａｎｎｅｌ　Ｉｎｄｉｃ
ａｔｏｒ)を含む。上述したように、図２のＵＣＣ領域２１５は３個の領域に分けられて
いる。
【００４７】
　下記の＜表３＞は、ＵＣＣ_Ｒｅｇｉｏｎ　ＩＥを示す。
【００４８】
【表３】

【００４９】
　＜表３＞を参照すると、ＵＣＣ_Ｒｅｇｉｏｎ　ＩＥは、レンジングチャンネルのサイ
ズを示す“Ｒａｎｇｉｎｇ　Ｃｈａｎｎｅｌ　Ｒｅｇｉｏｎ”と、ＨＡＲＱのためのＡＣ
Ｋチャンネルのサイズを示す“ＨＡＲＱ　ＡＣＫ　Ｃｈａｎｎｅｌ　Ｒｅｇｉｏｎ”とを
含む。ＣＱＩ-ＣＨは、レンジングチャンネルのサイズとＡＣＫチャンネルのサイズから
計算が可能である。上述したように、加入者端末機がＵＣＣ領域に関する情報を受信した
場合に、加入者端末機はその目的によりＵＣＣ領域を活用することが可能である。
【００５０】
　ＨＡＲＱの機能制御は、それぞれの加入者端末機に割り当てられたバーストの情報の中
のＨＡＲＱ_Ｃｏｎｔｒｏｌ　ＩＥによって遂行される。このＨＡＲＱ_Ｃｏｎｔｒｏｌ　
ＩＥの構成を示すと、下記の＜表４＞のようである。
【００５１】

【表４】

【００５２】
　上記の＜表４＞から、ＨＡＲＱ_Ｃｏｎｔｒｏｌ　ＩＥが全体５ビットで構成されてい
ることがわかる。＜表４＞で、“ＳＰＩＤ”はサブパケット識別子を意味する。これは、
増加的冗長(Ｉｎｃｒｅｍｅｎｔａｌ　Ｒｅｄｕｎｄａｎｃｙ：ＩＲ)方式によりＨＡＲＱ
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を適用する過程で生成された、それぞれのサブパケットを識別するのに使用される。ここ
で、ＩＲ方式の特徴及び運用方法は既に広く知られているため、本発明ではその具体的な
説明を省略する。
【００５３】
　ＴＤＤ-ＯＦＤＭＡ通信システムでは、３個のサブパケットを含むため、ＳＰＩＤは２
ビットで表現可能である。
【００５４】
　ＡＣＩＤは、ＨＡＲＱを適用する過程で発生された伝送遅延を効果的に表示するために
使用される接続識別子を示す。通常、アップリンク及びダウンリンクの両方に関して高速
でデータ伝送が可能なシステムであっても、ＨＡＲＱを適用するデータに対してＡＣＫ/
ＮＡＣＫを遅延なしに処理することは難しい。したがって、特定フレームに伝送されるＡ
ＣＫ/ＮＡＣＫは、そのフレームに伝送されたデータに関連したものと考えられないため
、このような識別子が必要である。ＴＤＤ-ＯＦＤＭＡシステムで、ＡＣＫ/ＮＡＣＫの最
大遅延をおおよそ３フレーム程度で考えられるため、ＡＣＩＤは２ビットで表示可能であ
る。
【００５５】
　“Ｃｏｎｔｉｎｕａｔｉｏｎ”は、現在のＨＡＲＱイネーブルバーストが新たに伝送さ
れるものであるか、或いは既に伝送されたＨＡＲＱイネーブルバーストを再伝送するもの
であるかを示すフィールドである。この“Ｃｏｎｔｉｎｕａｔｉｏｎ”は、ＨＡＲＱ方式
のＡＣＫ/ＮＡＣＫ伝送の誤りを検出して信頼性を向上させるのに使用される。
【００５６】
　図３は、本発明によるＴＤＤ-ＯＦＤＭＡ通信システムのＨＡＲＱ　ＡＣＫ/ＮＡＣＫ運
用方式を示す。図３を参照すると、Ｋ番目のフレームに属するＤＬ-ＭＡＰ３１１は、Ｋ
番目のフレームで基地局から加入者端末機に伝送されるダウンリンクバーストであるＨＡ
ＲＱイネーブルダウンリンクバースト３１５の位置とサイズを示す。また、ＤＬ-ＭＰＡ
３１１は、上記の＜表４＞に定義したように、ＨＡＲＱイネーブルダウンリンクバースト
の制御情報をＨＡＲＱ_Ｃｏｎｔｒｏｌ　ＩＥを通じて伝送する。
【００５７】
　Ｋ番目のフレームに属するＵＬ-ＭＡＰ３１３は、Ｋ番目のフレームで加入者端末機か
ら基地局に伝送されるアップリンクバーストであるＨＡＲＱイネーブルアップリンクバー
スト３１９の位置とサイズを示す。同様に、ＵＬ-ＭＡＰ３１３も、上記の＜表４＞に定
義したように、ＨＡＲＱイネーブルダウンリンクバーストの制御情報をＨＡＲＱ_Ｃｏｎ
ｔｒｏｌ　ＩＥを通じて伝送する。
【００５８】
　ＵＬ-ＭＡＰ３１３において、Ｋ番目又はそれより前のフレームで基地局から加入者端
末機に伝送されたＨＡＲＱイネーブルダウンリンクバースト３１５に関するＡＣＫ/ＮＡ
ＣＫ情報を伝達するためのチャンネルは、ＵＣＣ領域３１７内に指定可能である。
【００５９】
　上記のように、ＡＣＫ/ＮＡＣＫ情報を伝達するためのチャンネルの指定方式は、ＨＡ
ＲＱイネーブルダウンリンクバーストの個数をカウントした後に、ＨＡＲＱイネーブルダ
ウンリンクバースト３１５が何番目のバーストであるかを判断し、ＨＡＲＱ　ＡＣＫチャ
ンネルがＵＣＣ領域３１７に配置されると共に占有され、ＡＣＫ/ＮＡＣＫ情報が伝送さ
れる。例えば、ダウンリンクのデータ領域においてＨＡＲＱイネーブルダウンリンクバー
スト３１５がｍ番目に伝送される場合に、ＨＡＲＱイネーブルダウンリンクバースト３１
５に関するＡＣＫ/ＮＡＣＫ情報は、ｍ番目のＨＡＲＱ　ＡＣＫチャンネルを通じて伝送
される。
【００６０】
　一方、加入者端末機から基地局に伝送されたＨＡＲＱイネーブルアップリンクバースト
３１９のＡＣＫ/ＮＡＣＫ情報は、Ｋ＋１番目又はそれより後のフレームで基地局から加
入者端末機に放送するＵＬ-ＭＡＰメッセージ３２３にビットマップ(ＡＣＫ　ＭＡＰ)３
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２５として表される。
【００６１】
　また、ビットマップ３２５で該当する加入者端末機に関するＡＣＫ/ＮＡＣＫ情報のビ
ット情報は、上述したダウンリンクＡＣＫ/ＮＡＣＫ情報の伝送方法と同じ方式で制御さ
れる。すなわち、ＨＡＲＱイネーブルアップリンクバーストの個数をカウントした後に、
ＨＡＲＱイネーブルアップリンクバースト３１９が何番目であるかを判断し、ＵＬ-ＭＡ
Ｐメッセージ３２３のビットマップ３２５内の１ビットを占有して、ＡＣＫ/ＮＡＣＫ情
報を伝送する。例えば、ＨＡＲＱイネーブルアップリンクバースト３１９が、アップリン
クデータ領域においてｎ番目に伝送されると、ＨＡＲＱイネーブルアップリンクバースト
３１９のＡＣＫ/ＮＡＣＫ情報は、ｎ番目のビットを通じて伝送される。
【００６２】
　ここで、ビットマップ３２５に含まれるＩＥは、下記の＜表５＞に示すようである。
【００６３】
【表５】

【００６４】
　＜表５＞で、“Ｌｅｎｇｔｈ　ｏｆ　ＡＣＫ　ｂｉｔｍａｐ”は、ＨＡＲＱ　ＡＣＫビ
ットマップの長さを示す。“ＡＣＫ　ｂｉｔｍａｐ”は、可変の長さを示す。
【００６５】
　上述したように、ＨＡＲＱ_ＡＣＫ_ＢＩＴＭＡＰ　ＩＥは、基地局からすべての加入者
端末機に放送するＵＬ-ＭＡＰメッセージを通じて最も確実な変調方式で伝送される。し
たがって、ユーザーが可変的な加入者端末機を含むシステムにおいて効率的な伝送を実現
するため、固定の長さを有するビットマップより可変の長さのビットマップを使用するこ
とがより効率的である。
【００６６】
　また、上記したように、ビットマップでＡＣＫ/ＮＡＣＫ情報を伝送することは、全体
のＭＡＰのサイズを大きく縮小させることが可能である。したがって、ビットマップの使
用は、ＴＤＤ-ＯＦＤＭＡ通信システムのような高速データ伝送システムでは、制御デー
タのサイズの縮小を可能にする。すなわち、全体のトラフィックにおける実際のデータト
ラフィックが占める比率を高めることが可能で、それによって伝送効率が増加する。
【００６７】
　図４は、本発明によるＨＡＲＱ　ＡＣＫ/ＮＡＣＫ運用方式におけるダウンリンクに対
するＨＡＲＱ運用過程を示すフローチャートである。ＨＡＲＱ　ＡＣＫ/ＮＡＣＫ運用過
程におけるダウンリンクに対する加入者端末機の動作を説明する。
【００６８】
　図４を参照すると、加入者端末機は、現在割り当てられている該当フレームに属するＤ
Ｌ-ＭＡＰを確認し、加入者端末機のＣＩＤに該当するＨＡＲＱ_Ｃｏｎｔｒｏｌ　ＩＥを
分析する（ステップ４１１）。その分析に基づいて、加入者端末機は、ＨＡＲＱ_Ｃｏｎ
ｔｒｏｌ　ＩＥに含まれた継続フィールドを確認する（ステップ４１３）。その結果、継
続フィールドが０の値を有する場合に、加入者端末機は、現在の伝送が新たなＨＡＲＱイ
ネーブルダウンリンクバーストの伝送であることを確認し、ＨＡＲＱイネーブルダウンリ
ンクバーストの位置、サイズ、及び順序を含む情報を確認する(ステップ４１５)。
【００６９】
　ＨＡＲＱイネーブルダウンリンクバースト情報の確認後に、加入者端末機は、伝送され
るＨＡＲＱイネーブルダウンリンクバーストをダウンリンクデータ領域において受信する
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(ステップ４１７)。加入者端末機は、受信したＨＡＲＱイネーブルダウンリンクバースト
に誤りがあるか否かを検査する(ステップ４１９，４２１)。
【００７０】
　ＨＡＲＱイネーブルダウンリンクバーストに誤りがない場合に、加入者端末機はＡＣＫ
情報を符号化する(ステップ４２３)。しかしながら、ＨＡＲＱイネーブルダウンリンクバ
ーストに誤りがある場合に、加入者端末機はＮＡＣＫ情報を符号化する(ステップ４５１)
。
【００７１】
　ＡＣＫ情報又はＮＡＣＫ情報の符号化後に、加入者端末機は、フレームのアップリンク
ＵＣＣ領域に割り当てられるサブチャンネル(ＡＣＫ-ＣＨ)を通じて符号化された信号を
伝送する(ステップ４２５)。
【００７２】
　一方、ステップ４１３の確認の結果、継続フィールドの値が１である場合に、加入者端
末機は、現在の伝送が既に伝送されたＨＡＲＱイネーブルダウンリンクバーストの再伝送
であることを認知し、増加的冗長（ＩＲ）方式を準備する(ステップ４３１)。このＩＲの
準備後に、加入者端末機は、ＨＡＲＱイネーブルダウンリンクバーストの位置、サイズ、
及び順序を含む情報を確認する(ステップ４３３)。加入者端末機は、伝送されるＨＡＲＱ
イネーブルダウンリンクバーストを受信した後、既に受信されたサブパケットとこのバー
ストとを組み合わせて増加的冗長方式を適用する(ステップ４３５)。
【００７３】
　以下に、このような構成を有するＴＤＤ-ＯＦＤＭＡ通信システムのＨＡＲＱ　ＡＣＫ/
ＮＡＣＫ運用過程におけるダウンリンクに対する加入者端末の動作を説明する。
【００７４】
　加入者端末機は、ステップ４１１で、該当フレームに属するＤＬ-ＭＡＰを確認し、自
分のＣＩＤに該当するＨＡＲＱ_Ｃｏｎｔｒｏｌ　ＩＥを分析する。ステップ４１３で、
加入者端末機は、ＨＡＲＱ_Ｃｏｎｔｒｏｌ　ＩＥで継続フィールドの値を確認し、現在
の伝送が新たなＨＡＲＱイネーブルダウンリンクバーストの伝送であるか、或いは既に伝
送されたＨＡＲＱイネーブルダウンリンクバーストの再伝送であるかを判定する。継続フ
ィールドは、上記の<表４>に示すように、加入者端末機が、現在の伝送が新たなＨＡＲＱ
イネーブルダウンリンクバーストの伝送であるか、或いは、既に伝送されたＨＡＲＱイネ
ーブルダウンリンクバーストの再伝送であるかを区別するフィールドであって、ＨＡＲＱ
方式のＡＣＫ/ＮＡＣＫ伝送の誤りを検出して信頼性を高めるのに使用される。
【００７５】
　ステップ４１３の確認の結果、継続フィールドの値が０である場合に、すなわち、現在
の伝送が新たなＨＡＲＱイネーブルダウンリンクバーストの伝送である場合に、加入者端
末機はステップ４１５に進行する。ステップ４１５で、加入者端末機は、伝送されるバー
ストが新たなＨＡＲＱイネーブルダウンリンクバーストであることを確認し、ＤＬ-ＭＡ
Ｐ　ＩＥを分析してＨＡＲＱイネーブルダウンリンクバーストの位置、サイズ、そして順
序を確認する。
【００７６】
　ステップ４１７で、加入者端末機は、伝送されるＨＡＲＱイネーブルダウンリンクバー
ストをダウンリンクデータ領域において受信する。ステップ４１９及び４２１で、加入者
端末機は、受信したＨＡＲＱイネーブルダウンリンクバーストに対する誤りを検査する。
このとき、ＨＡＲＱイネーブルダウンリンクバーストに対する誤り検査は、ＣＲＣ(Ｃｙ
ｃｌｉｃ　Ｒｅｄｕｎｄａｎｃｙ　Ｃｈｅｃｋ)方式を活用する。ここで、ＣＲＣ方式は
、一般的にデータ伝送過程で発生する誤りを検出するために循環２進符号を使用する方式
であって、送信側でデータをブロック単位に分け、各ブロックの後に２進多項式の特殊計
算によって得られた循環符号を添付して共に伝送すると、受信側でも同一の計算により上
記のような循環符号が得られるか否かによって、伝送誤りの有無を検査する方式である。
【００７７】
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　一方、ステップ４１３の確認の結果、継続フィールドの値が１である場合に、すなわち
、現在の伝送が既に伝送されたＨＡＲＱイネーブルダウンリンクバーストの再伝送である
場合に、加入者端末機はステップ４３１に進行する。ステップ４３１で、加入者端末機は
、現在の伝送が既に伝送されるＨＡＲＱイネーブルダウンリンクバーストの再伝送である
ことを確認し、次に、ＩＲ方式を準備してステップ４３３に進行する。ステップ４３３で
、加入者端末機は、ＤＬ-ＭＡＰ　ＩＥを分析してＨＡＲＱイネーブルダウンリンクバー
ストの位置、サイズ、そして順序を確認する。
【００７８】
　ステップ４３５で、加入者端末機は、伝送されるＨＡＲＱイネーブルダウンリンクバー
ストをダウンリンクデータ領域において受信して、既に受信されたサブパケットと組み合
わせることによって、ＩＲ方式を適用する。
【００７９】
　ステップ４１９，４２１で、加入者端末機は、受信されたＨＡＲＱイネーブルダウンリ
ンクバーストが誤りを有するか否かを判定する。その結果、ＨＡＲＱイネーブルダウンリ
ンクバーストに誤りがない場合に、加入者端末機はステップ４２３に進行する。ステップ
４２３で、加入者端末機は、受信されたＨＡＲＱイネーブルダウンリンクバーストに対応
して、ＡＣＫ情報の符号化を通じてＡＣＫメッセージを準備する。
【００８０】
　もし、ＨＡＲＱイネーブルダウンリンクバーストに誤りがある場合に、加入者端末機は
ステップ４５１に進行する。ステップ４５１で、加入者端末機は、ＨＡＲＱイネーブルダ
ウンリンクバースト誤りに対応して、ＮＡＣＫ情報の符号化を通じてＮＡＣＫメッセージ
を準備する。
【００８１】
　最後に、ステップ４２５で、加入者端末機は、ステップ４２３，４５１におけるＡＣＫ
/ＮＡＣＫ情報符号化を通じて用意されたメッセージを、該当フレーム又は該当フレーム
から１又は２フレーム遅延された後に、フレームのアップリンクＵＣＣ領域において加入
者端末機に割り当てられているサブチャンネル(ＡＣＫ-ＣＨ）を通じて伝送する。
【００８２】
　図５は、本発明によるＨＡＲＱ　ＡＣＫ/ＮＡＣＫ運用方式におけるアップリンクに対
するＨＡＲＱ運用過程を示す。特に、図５は、ＨＡＲＱ　ＡＣＫ/ＮＡＣＫ運用過程にお
けるアップリンクに対する基地局の動作を説明する。
【００８３】
　図５を参照すると、基地局は、加入者端末機のバースト位置、サイズ、及び順序を決定
し(ステップ５１１)と、各情報の決定後に継続フィールドの値を確認する(ステップ５１
３)。
【００８４】
　その確認の結果、継続フィールドの値が０である場合に、基地局は、現在の伝送が新た
なＨＡＲＱイネーブルアップリンクバーストの伝送であることを確認し、加入者端末機に
伝送されるべきＵＬ-ＭＡＰ及び該当ＨＡＲＱ_Ｃｏｎｔｒｏｌ　ＩＥを準備する(ステッ
プ５１５)。その後、基地局は、加入者端末機のＨＡＲＱイネーブルダウンリンクバース
トを受信し(ステップ５１７)、この受信したＨＡＲＱイネーブルアップリンクバーストの
誤り有無を検査する(ステップ５１９，５２１)。
【００８５】
　受信されたＨＡＲＱイネーブルアップリンクバーストに誤りがない場合に、基地局はＡ
ＣＫ情報を準備する(ステップ５２３)。一方、受信されたＨＡＲＱイネーブルアップリン
クバーストに誤りがある場合に、基地局はＮＡＣＫ情報を準備する(ステップ５５１)。基
地局は、準備されたＡＣＫ/ＮＡＣＫメッセージをＵＬ-ＭＡＰを通じて伝送するためのビ
ットマップを準備し(ステップ５２５)、このビットマップをＵＬ-ＭＡＰを通じて伝送す
る(ステップ５２７)。
【００８６】
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　一方、ステップ５１３の確認の結果、継続フィールドの値が１である場合に、基地局は
、現在の伝送が既に伝送されたＨＡＲＱイネーブルアップリンクバーストの再伝送である
ことを認知し、ＩＲ方式を準備する(ステップ５３１)。基地局は、伝送されるバーストを
受信した後に、既に受信されたサブパケットと前記バーストとを組み合わせてＩＲ方式を
適用する(ステップ５３５)。
【００８７】
　下記に、このような構成を有するＴＤＤ-ＯＦＤＭＡ通信システムのＨＡＲＱ　ＡＣＫ/
ＮＡＣＫ運用過程におけるダウンリンクに対する基地局の動作を説明する。
【００８８】
　基地局は、ステップ５１１で、基地局が該当アップリンクフレームを通じてＨＡＲＱイ
ネーブルアップリンクバーストを伝送することになる加入者端末機を決定し、加入者端末
機のバーストの位置、サイズ、そして順序を決定する。基地局は、ステップ５１３で、Ｈ
ＡＲＱ_Ｃｏｎｔｒｏｌ　ＩＥに指示する継続フィールドの値を確認して、受信しようと
するＨＡＲＱイネーブルアップリンクバーストが再伝送されたものであるか否かを判定す
る。継続フィールドは、＜表４＞に示すように、加入者端末機が、現在の伝送が新たなＨ
ＡＲＱイネーブルアップリンクバーストの伝送であるか、或いは既に伝送されたＨＡＲＱ
イネーブルアップリンクバーストの再伝送であるかを区別するフィールドであって、ＨＡ
ＲＱ方式のＡＣＫ/ＮＡＣＫ伝送の誤りを検出して信頼性を向上させるのに使用される。
【００８９】
　ステップ５１３の確認の結果、継続フィールドの値が０である場合、すなわち、現在の
伝送が新たなＨＡＲＱイネーブルアップリンクバーストの伝送である場合に、基地局はス
テップ５１５に進行する。ステップ５１５で、基地局は、加入者端末機に伝送されるべき
ＵＬ-ＭＡＰ及び該当するＨＡＲＱ_Ｃｏｎｔｒｏｌ　ＩＥを準備する。ステップ５１７で
、基地局は、伝送される加入者端末機のＨＡＲＱイネーブルアップリンクバーストをアッ
プリンクデータ領域において受信する。ステップ５１９，５２１で、基地局は、受信され
たＨＡＲＱイネーブルアップリンクバーストに対する誤りの有無を判定する。ここで。Ｈ
ＡＲＱイネーブルアップリンクバーストに対する誤りがあると判定されると、図４に説明
したように、基地局はＣＲＣ方式を活用する。
【００９０】
　ステップ５１３の確認の結果、継続フィールドの値が１である場合、すなわち、現在の
伝送が既に伝送されたＨＡＲＱイネーブルアップリンクバーストの再伝送である場合に、
基地局はステップ５３１に進行する。ステップ５３１で、基地局は、現在の伝送が既に伝
送されたＨＡＲＱイネーブルアップリンクバーストの再伝送であることを確認し、ＩＲ方
式を準備する。ステップ５３３で、基地局は、加入者端末機に伝送されるべきＵＬ-ＭＡ
Ｐ及び該当ＨＡＲＱ_Ｃｏｎｔｒｏｌ　ＩＥを準備する。
【００９１】
　ステップ５３５で、基地局は、伝送されるＨＡＲＱイネーブルアップリンクバーストを
アップリンクデータ領域において受信し、受信されたサブパケットと前記ＨＡＲＱイネー
ブルアップリンクバーストとを組み合わせてＩＲ方式を適用する。
【００９２】
　ステップ５１９，５２１で、基地局は、受信されたＨＡＲＱイネーブルアップリンクバ
ーストに対する誤りを有するか否かを判定する。受信されたＨＡＲＱイネーブルダウンリ
ンクバーストに誤りがないと、基地局はステップ５２３に進行する。ステップ５２３で、
基地局は、受信されたＨＡＲＱイネーブルダウンリンクバーストに対応してＡＣＫメッセ
ージを準備する。
【００９３】
　受信されたＨＡＲＱイネーブルアップリンクバーストに誤りがあると、基地局は、ステ
ップ５５１に進行する。ステップ５５１で、基地局は、ＨＡＲＱイネーブルアップリンク
バーストに対応してＮＡＣＫメッセージを準備する。
【００９４】
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　その後、ステップ５２５で、基地局は、ステップ５２３又はステップ５５１で準備され
たＡＣＫ又はＮＡＣＫ情報を含むと共に、次のフレーム、又は、１又は２フレーム遅延さ
れた後のフレームのＵＬ-ＭＡＰを通じて伝送されることになるビットマップを準備する
。最後に、ステップ５２７で、基地局は、該当フレームのＵＬ-ＭＡＰを通じてビットマ
ップを伝送する。
【００９５】
　以上、本発明の詳細な説明においては具体的な実施形態に関して説明したが、形式や細
部についての様々な変更が可能であることは、当該技術分野における通常の知識を持つ者
には明らかである。したがって、本発明の範囲は、前述の実施形態に限定されるものでは
なく、特許請求の範囲の記載及びこれと均等なものに基づいて定められるべきである。
【図面の簡単な説明】
【００９６】
【図１】一般的なＴＤＤ-ＯＦＤＭＡ通信システムのフレーム構造を概略的に示す図であ
る。
【図２】本発明によるＴＤＤ-ＯＦＤＭＡ通信システムの専用アップリンク制御チャンネ
ルを含むフレーム構造を概略的に示す図である。
【図３】本発明の実施形態によるＴＤＤ-ＯＦＤＭＡ通信システムのＨＡＲＱ　ＡＣＫ/Ｎ
ＡＣＫ運用方式を示す図である。
【図４】本発明によるＨＡＲＱ　ＡＣＫ/ＮＡＣＫ運用方式におけるダウンリンクに対す
るＨＡＲＱ運用過程を示すフローチャートである。
【図５】本発明によるＨＡＲＱ　ＡＣＫ/ＮＡＣＫ運用方式におけるアップリンクに対す
るＨＡＲＱ運用過程を示すフローチャートである。
【符号の説明】
【００９７】
　１１１，１３１，１３３，１３５　　プリアンブルフィールド
　１１３　　フレーム制御ヘッダ（ＦＣＨ)
　１１５　　ダウンリンクＭＡＰ(ＤＬ-ＭＡＰ)
　１１７、１１９　　アップリンクＭＡＰ(ＵＬ-ＭＡＰ）
　１２１，１２３，１２５，１２７，１２９　　ダウンリンクバースト
　１３７，１３９，１４１　　アップリンクバースト
　１４３　　レンジングサブチャンネル
　１４５　　ＯＦＤＭＡシンボル番号
　１４７　　サブチャンネル論理番号
　１４９　　ダウンリンク（ＤＬ)
　１５１　　送信/受信遷移ギャップ(ＴＴＧ)
　１５３　　アップリンク(ＵＬ)
　１５５　　受信/送信遷移ギャップ(ＲＴＧ)
　２１１　　ダウンリンク(ＤＬ)プリアンブル
　２１３　　ＯＦＤＭＡシンボル
　２１５　　アップリンク制御チャンネルに割り当てられた３つのＯＦＤＭＡシンボル
　３１１　　ＤＬ-ＭＡＰ
　３１３　　ＵＬ-ＭＡＰ
　３１５　　ＨＡＲＱイネーブルダウンリンクバースト
　３１７　　ＵＣＣ領域
　３１９　　ＨＡＲＱイネーブルアップリンクバースト
　３２３　　ＵＬ-ＭＡＰメッセージ
　３２５　　ビットマップ(ＡＣＫ　ＭＡＰ)
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